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放射赤外線の波長が大略1乃至 2pの範囲に亘 り,最大エネルギp-は 1.1FLである.硝子による吸
取はあるが,繊健の湿度が高∨､ので放射効率は高く,70%以上に達するものもある. しかし配光特
性は不均-で,堅牢度は劣る.電源回路の開閉に対しては時間的遅れが少∨､. これに対して新型加
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B. 両面照射 (bothsideradiatiofl)
^カ (input):7･3tkw, 試料の太さ (dimensionortestpiece)‥36×68･7〔m2
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が低下し始め,いわゆる減率乾燥を示す.本実鹿のようK.照射エネルギーの大なる場合は減率第 1
段は殆んど認められず,第2段の状態を呈するものと考えられる･
(3) 乾燥時間が長くとも差支えなければ,放射照度を今少し低 くする方が好ましIv､と思われる･殊
に含水率30%程劇玖後は照射を弱 くして収縮を防ぐべきで, ベル'r･コンベアー式ではバンクの設
計を後半で照度を落すよう古手考慮したい･
(4) 乾燥数率に関しては,新型では片面の方が柏々高 く,電球では両者の差は明らかでな､Jl･こ`れ
は茨長による透過率の差を意味するとも考えられる･しかし薄板は片面照射でも乾燥田来るが,厚～
板になると両面照射が有数であることは論を侠たないと思われる･.但し片面では単板が一方に轡曲
するので,取締の点では両面の方が望ましい. これらに関しては更に研究を進めて決定したいと考
えてV､る.
なお10cm 以内の近距離で何れの場合でも,10%以下の水分になると焦げるか焼えるか,叉は亀
裂を生ずるので,絶乾に近､Jl程度にまで乾燥するときは,放射照度に充分注意する必要がある･
5.結 口
赤外線照射によるベニヤ単板の温度上昇と乾燥について実験を行V,,薄板については実用出来る
と考えられる海料を得たが,未だ設備と処理に不充分た点もあるので,今後更に検討を行うと共に,
厚板の加熱と乾燥,乾燥炉の設計並びに木材の赤外線吸収班長特性について研究を進めたいと考え
ている･本研究は昭.和26年度文部省綜合研究費の補助による ｢木材の電気的処理に関する研究｣の
一部をなすもので,鼓に謝意を表する次第である.
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Twokindsofinfraredheaterswereusedastheinfraredradiantsource,the
8
on畠isthe｡conventionalheatray lampsandtheotherisnewinfraredheating
apparatuswhichisdesignedandstudiedinourlaboratory. Thisned heater
consistoflongmetaltube,heatedbyinsertednichromewireandaparabolic
reflectingmirror,attheforcusofwhichthemetalictubeismounted. Operating
temperatureofthisheaterisabout6000C. Theradiationwavelengthislonger
thanthatofaninfraredlamp.
Inthisreportcomparativeinvestigationofheatinganddryingasheetofveneer
ofbeech,thethicknessofwhichisabout▲0.5mm,aredescribed. Temperature
riseandrateofdryingbynewheatersishigherthanthatofthelampsandthe
reasonisconsideredowingtoitshigherabsorption coefficientforlongerwave
lengthradiation.
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